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内分泌学検査

内
分
泌
学
検
査

●副甲状腺機能

注1　 原発性骨粗鬆症の患者に対して測定した場合は、骨粗鬆症の薬剤治療方針の選択時に１回に限り算定できる。ビタミンD欠乏性くる病若しくはビタミンD欠乏性
骨軟化症の診断時又はそれらの疾患に対する治療中に測定した場合は、診断時においては１回を限度とし、その後は３月に１回を限度として算定できる。

注2　｢NTx｣､｢オステオカルシン｣「TRACP-5b」又は｢尿中DPD｣を併せて実施した場合は、いずれか1つのみ算定する。
注3　 低カルボキシル化オステオカルシン（ucOC)は、骨粗鬆症におけるビタミンＫ2剤の治療選択目的で行った場合又は治療経過観察を行った場合に算定できる。ただし、

治療開始前においては1回、その後は6月以内に1回に限り算定できる。
※14　1回に採取した血液等を用いて3項目以上検査を行った場合、項目数により次の点数となります。
　　　　　3〜5項目………410点　6〜7項目………623点　8項目以上………900点

　　�日本小児内分泌学会の「ビタミンD欠乏性くる病・低カルシウム血症の診断の手引き」には、診断基準（血清250HD低値）として下記が記載されています。
　　　　　・20ng/mL以下　　　・15ng/mL以下であればより確実

　　2「ビタミンD不足・欠乏の判定指針（策定：厚生労働省難治性疾患克服研究事業ホルモン受容機構異常に関する調査研究班、日本骨代謝学会、日本内分泌学会）」において、次の数値が示されています。
　　　　　・ビタミンD充足状態 ： 30.0ng/mL以上
　　　　　・ビタミンD不足　　 ： 20.0ng/mL以上 30.0ng/mL未満
　　　　　・ビタミンD欠乏　　 ： 20.0ng/mL未満

注1117
生Ⅰ

●副腎髄質・交感神経
血　漿

1.5

T6
↓
S3

Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ

アドレナリン(Ａ)　　				0.12以下
ノルアドレナリン(NA)　　0.06〜0.50
ドーパミン(DA)　　	　0.03以下　
	 nℊ/mL

161※14

生Ⅱ
32010
(4E016)

カ テ コ ー ル ア ミ ン
３分画

3

4

蓄　尿
2

S24 冷蔵 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ

アドレナリン(Ａ)　　				１.0〜23.0
ノルアドレナリン(NA)　		29.0〜120.0
ドーパミン(DA)　				100.0〜1000.0
	 ㎍/day

161※14

生Ⅱ

161※14

生Ⅱ

６Ｎ塩酸約20mL(蓄尿1リッ
トル当り)を加え冷所に24時間
蓄尿。24時間尿量を明記くだ
さい｡

32020
(4E016)

カ テコ ー ル アミン３分 画
〔尿〕

3

4

酸性蓄尿
2

S24 冷蔵 ＬＣ-MS/MS

メタネフリン(MN)　　	0.05〜0.20
ノルメタネフリン(NMN)	0.10〜0.28
メタネフリン総　　　　0.15〜0.41
	 ㎎/day

220※14

生Ⅱ

6N塩酸約20mL（蓄尿1リッ
トル当り）または市販の酸性
蓄尿添加剤を加え冷所に蓄
尿し、よく混和後、尿量測定の
上、所定量をご提出ください。

32025
(4E040)

メ タ ネ フ リ ン ２ 分 画
4

5

酸性蓄尿
1

S24 冷蔵 1.4〜4.9	 ㎎/day

バニリルマンデル酸濃度（㎎/L）もご報
告致します。6N塩酸約20mL（蓄尿1リッ
トル当り）または市販の酸性蓄尿添加
剤を加え冷所に蓄尿し、よく混和後、尿
量測定の上、所定量をご提出ください。

32035
(4E060)

バ ニ リ ル マ ン デ ル 酸
(VMA)

酸性蓄尿
1

S24 冷蔵 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ

アドレナリン(Ａ)　　				0.6〜14.1
ノルアドレナリン(NA)　　9.7〜41.4
ドーパミン(DA)　　	　120〜310
	 ㎍/day

6N塩酸約20mL（蓄尿1リッ
トル当り）または市販の酸性
蓄尿添加剤を加え冷所に蓄
尿し、よく混和後、尿量測定の
上、所定量をご提出ください。

32120
(4E021)

遊離カテコールアミン３分画
4

5

血　清
0.3

T1 E C L I A ページ下�2参照 nℊ/mL
04007
(3G065)

2 5 − O H ビ タ ミ ン Ｄ
(ECLIA)

2

３

血　清
0.3

T1
↓
S3

ＬＣ-MS/MS
D2:12.1以下 

nℊ/mLD3:		5.5〜41.4
04006
(3G066)

2 5 − O H ビ タミンＤ分 画
7

13

血　清
1

T1
↓
S3

Ｒ Ｉ Ａ 20〜60 pℊ/mL
388
生Ⅰ

04010
(3G070)

１,25−ジヒドロキシビタミンＤ
(１,25−(OH)2ビタミンD)

4

7

血　清
0.3

T1
↓
S3

F E I A 8.3〜32.7 nℊ/mL
注2157※14

生Ⅱ
溶血は低値の影響があります。03645

(4Z280)

オ ス テ オ カ ル シ ン
(ＢＧＰ)

3

6

ＬＣ-MS/MS
90
生Ⅱ

4

5

酸性蓄尿
１

S24 冷蔵 1.6〜5.5	 ㎎/day

ホモバニリン酸濃度（㎎/L）をご
報告致します。6N塩酸約20mL

（蓄尿1リットル当り）または市販
の酸性蓄尿添加剤を加え冷所に
蓄尿し、よく混和後、尿量測定の
上、所定量をご提出ください。

32055
(4E055)

ホ モ バ ニ リ ン 酸
(HVA)

尿
１

S24 冷蔵

ＬＣ-MS/MS

1.6〜5.5	 ㎍/㎎･Cr

69
生Ⅱ

ホモバニリン酸濃度（㎎/L）もご
報告致します。正常児参考基準
値については29ページ�参照。

32050
(4E055)

ホモバニリン酸クレアチニン補正
(HVA/Cre)

4

5

冷蔵

凍結

凍結

凍結

尿
1

S24 冷蔵 ＬＣ-MS/MS 1.2〜4.9 ㎍/㎎･Cr
90
生Ⅱ

バニリルマンデル酸濃度（㎎/L）
もご報告致します。正常児参考基
準値については29ページ�参照。

32045
(4E060)

バニリルマンデル酸クレアチニン補正
(VMA/Cre)

4

5

ＬＣ-MS/MS
4

5

69
生Ⅱ

血　清
0.3

T1
↓
S3

E C L I A 4.50未満 nℊ/mL
注3154※14

生Ⅱ
溶血は低値の影響があります。04735

(4Z282)

低カルボキシル化オステオカルシン
(ucOC)

4

6

凍結

凍結


